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　 The 口ow 丘eld8 　around 　a　sphere 　under 　some 　conditions 　are 　simulated 　using 　the　orthogonal 　uniform 　mesh ．　The　drag

coef 丘cients 　 are 　calculated 　by　the 　 same 　way 　a8 　the　wind 　tunnel 　correction ．　NavierStokes　equation8 　are 　80ived 　as　the

governing　equations 　with 　the　multi
−directional　third・order 　upwind 　 method 　in　 spatial 　dlrection　 and 　Crank ・Nicol3〔m

method 　in　time 　d重rection ，　The　calculation 　resu1 もs　8how 　the　good 　agreement 　with 　the　experimental 　re8ults ．

1．は じめに

　物体 ま わ り の 流れ に お い て ，物 体 の 特性 を 示 す 量 の
．・・

つ で

あ る抵抗係数 を シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン に よ り求 め る 場 合，よ り境

界 の 影 響 を小 さ くす る た め に，物体 と 比 較 し て 計 算空 間を 大

き く と る こ とが 多 く，物体遠方に も格子 を 配 置す る必 要 が 生

じるな ど計 算上，非 効 率な面 が あ る，

　実 験 に お け る抵抗係 数の 算 出 は，用 い る風 洞 特性に 応 じ た

補 正 を 行 うこ と に よ り，風 洞 に よ らな い 値 を 得 る こ とが で き

る．シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン に お い て も，同 様 に 補 正 を行 うこ とに

よ っ て ，計 算 空 間の 大 き さに よ らな い 抵 抗 係 数 値 を得 る こ と

が で き，よ り効 率 的 な 計算 が 可能 に な る と考 え られ る．

　そ こ で 本研 究で は ，流れ方向の 圧 力勾 配，及 び 外側境界 と

物体 との 距 離 が 十分 で ない こ とに よ る 物体近傍 の 速度増加

の 影 響 を加 味 した 抵 抗係 数算 出の 補正 方法 を考 え，球ま わ り

の 解析 を行い ，補正 した 計算値 と実験値の 比 較 ・検 証 を し た ．

2 ．計算 方法

　支 配 方 程 式 は ，非 圧 縮 性 Navier・Stokes方 程 式 を 用 い る．

支配方程式の 差分化 は ，空間に つ い て 多方向差 分za　V ，非線

形移流項 に 3 次精度風 上 差分
2 ）

を適用 し，時間積分に は

Crank ’Nicolson 陰解法を用 い た．計算格子 に は 直交等間隔

格子 を用 い た ．

　抵抗係数の 算出に は，物体上 流／下流で圧力差が 無い 条件を考慮

して，流れ 方向の 圧 力 勾配 を補 正 した．また，外側境 界 と物体 との

距離 が十分 で ない こ とに よ り物体 近傍 の 速度 が 増加 す る影 響 につ

い て も補正に加 味 した．

3 ．計算条件

　球 の 直径 と，計算空聞の
1
流れに 垂直な方向の 大 きさとの 比率を

40％ とし，ReynoldS　X ，　Re ＝ IO4、10　
J’
の 2 ケー

ス に対 して，格 子

点 数 を 65 × 33 × 33、129x65 × 65、257x129 × 129 と 変 え，

計 算 を 行 っ た．

4 ．計算結果

　 Rg．1 に補正 した抵抗係数値 と実験値
3，

を示す，補正値はお お

むね 実験値 と
一

致 して い る．

　Bg ．2 に Re＝104、　 losにお ける 各格 子で の ，瞬 時の 等圧 力線 と

流線を示 す．
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5．まとめ

　球まわ りの 流れにつ い て 計算を行い，流れ方向の 圧力勾配，及 び

物体近傍の 速度増加 を考慮 し た補正 方法に よ る抵抗係数を算出 し

た．補正 した計算値は 実験値にお お むね
一
致 した．
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    Figure.2 Pressure conteurs  ar=l stream hmes areund  a  sphere
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